
『創薬有機化学研究』
の紹介

及川雅人
平成29年7月3日(月)
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紹介内容

•研究室のこと（1分30秒） ・・・ p. 3–4

•ねつ造研究に惑わされないための文献調査のコ
ツ（2分） ・・・ p. 6–8

•キャリア形成の考え方（4分） ・・・ p. 10–11
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@oiklab



一昨年、1.2万人の認知症行方不明
者
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神奈川県は
562人 (4.6%)

最多は大阪
府 (1791人、

14.7%)

2016年6月16日、読売新聞

2016年5月26日、朝日新聞



研究室のこと
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研究目的：認知症の治療薬を有機化学で開発する。
就職先： 製薬（富山化学、岩城製薬）

化学系・ファインケミカル（日本油脂、
富士フィルムファインケミカルズ、三井
化学、井上香料製造所、日本化学工業、
ユポ・コーポレーション、藤倉ゴム工業、
小松精練、横浜ゴム、富士ゼロックス）
学校（高校教師）

☺ 本日の資料はウエブにも掲載します。Twitterか
らたどってください (@oiklab)。
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合成経路立案にはコツをつかむ
だけで良い
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きっかけは、農薬開発の友人から、ハロ
ゲン化について尋ねられたことだった。

① SciFinderにて反応式検索

③ヒット文献の書誌情報から、求め
る内容に間違いがないことを確認

（2015年6月の時点で）
2014年の文献なのに、すでに4回引用されている
ことが判明
→ 信頼性が高い可能性がある

②ヒットを1件得た



信頼できる論文を見抜く
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④引用している4文献の書誌情報を確認

⑤ 2014年の元文献、および引用している4文献をダウンロードして内容を確認

⑦立案合成経路

⑥「なんとかいけそうだ」
と判断できる。

この論文は2017年7月の時点で引用回数8回。引用した論文を見ると、ねつ造であるとの報告はなく、信頼できそうだ。



文献調査から合成経路の立案へ

•元々は、私一人で文献調査は行っていた（楽し
んでいた）。

•ラボメンバーにもやり方を教えた上でやっても
らったら、有機化学の知識が希薄でもそれなり
にできることが判明し、驚いた。

•しかも結構楽しそうにやっている。

•現在は基本的に任せている。
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学術論文による成果
発表

• 自ら執筆
• 科学の歴史に残る

国際学会での成果
発表（国際リト
リートもある）
かけがえのない経
験を積む

卒業研究（学部）

基本的手技・
基礎的素養を
身につける

奨学金（1種）
の返還免除？

修士の
研究

卒業
論文

修士論文

『やり方』を
身につける

ひとりひとりが『自立型
理系人材』となるための
ロードマップ
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や
る
気

研究成果
を積み上
げる

知
識
や
り
方

最重
要

次のキャリア
へ

豊かな経験
（確実な近
道として）

「自立型理系
人材」に成長
して活躍

http://oiklab.sci.yokohama-cu.ac.jp/wp/foryou/undergrad/

現在地

国内学会で
の成果発表
理系人材と
してのデ
ビュー



学生の研究は、「継続性が成果に
直結する」らしい
～調査結果から～

日本経済新聞 平成28年4月4日(月) 朝刊



「大学院へ進学して、つなぎ目なく努力を重ね、
必要なプロセスを経て自立型理系人材になって
いく」
そういうイメージを持ってがんばってください。
健闘を祈ります。
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• さらに知りたければ、Twitter (@oiklab)  http://oiklab.sci.yokohama-cu.ac.jp/wp/
• 本日の資料も掲載します。
• 質問、意見、問い合わせは、moikawa@yokohama-cu.ac.jp

@oiklab


